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このたび、福岡県立三池工業高等学校
が、ユネスコスクールに加盟しました。
三池工業高校では、工業高校としての特
色を生かして社会の課題に対し主体的に
取り組み、解決につながる新たな価値観
や行動力を生み出す取組がされています。
また、地域社会を担う社会人としての

想像力と独創性を育成し、社会に貢献するための実践力を醸成し高め
ています。具体的には、次のような活動を行っています。
１．世界遺産PR支援と大牟田市活性化支援活動
大牟田市世界遺産推進室主催、宮原抗での炭鉱（やま）の祭典
ボランティア活動及び宮原抗へ手作りベンチ・テーブル寄贈
土木科の生徒たちが開発・制作したモルタル製のペーパーウェイト
を使った「ジャー坊応援モザイクアート」の製作体験
宮原坑での花苗用プランター制作。駛馬小・宮原中との協働。

２．地域環境の保全活動
環境教育の一環として、通学路及び近辺の道路の清掃・整備を行い、
地域の環境美化に協力。大牟田花街道プロジェクトと連携。

３．専門性を活かした地域貢献活動
大牟田市動物園へ自動給餌器の製作、寄贈。電気科3年生の課題研
究で製作。電源をソーラーパネルで充電するようにして納入した。
ラマ用の給餌器、ハムスター用の給餌器製作。

４．熊本地震被災地への募金活動

文部科学省「ＥＳＤの深化による地域のＳＤＧｓ推進事業」の一環
として、ＳＤＧｓ・ＥＳＤを推進するリーダーティーチャーの育成を
目的として理論研修や授業研修等を行う連続講座
「ＥＳＤマスターティーチャー育成講座」が開催
され、全国から１８名の先生方が参加されました。
大牟田の学校等からも１０名の先生方が、この研修
に参加しています。講師に日本ユネスコ国内委員会
委員、東京大学の及川幸彦先生をお招きし充実した内容となりました。

大牟田市立吉野小学校の実践

桜プロジェクトを通した吉野のまちづくり

大牟田市立平原小学校の実践

３・４年生「つながり合う心」の学習を通して

平原小学校では，ＥＳＤの柱の一つとして福祉の学習に取り組ん
でいます。３・４年生は，総合的な学習の時間「つながり合う心Ⅰ，
Ⅱ」の学習で，高齢者や障害を持った方と交流しています。
３年生は，施設を訪問して自分たちで考えた活動で高齢者の方と

ふれあったり，独居老人宅を民生委員さんと一緒に訪問して，手作
りのプレゼントを渡したりしました。
４年生は，身体や聴覚に障害のある方を

お招きして，その思いや願いを知ることで
自分にできることは何かを考えました。
２年間，さまざまな人とふれあうことを

通して，自分を見つめ，生き方について考
えることができるようになっています。

吉野小学校では、学年段階に応じて地域の方とのふれあいや協働
することを通して、地域のまちづくりに一人一人が関わっています。
特に５年生は「吉野小桜プロジェクト」において、地域の方と一

緒に桜でつなぐ吉野のまちづくりの活動に取り組んでいます。
校内の活動では、地域の吉野さくら絆プロジェクトの方々に管理

方法についてアドバイスをいただき、老木化した木や新しい木など
それぞれの桜の状況にあった管理を行ってい
ます。
校外の活動では、吉野さくら絆プロジェク

トの方が行う地域の植樹活動に子どもたちも
参加し、吉野を「桜が美しく活気ある町」に
しようと頑張っています。

ＥＳＤマスターティーチャープログラム修了


